
平成 26年 4月の消費税率 8%に伴い、介護報酬

が 0.63%改定されました。さらに次期制度改正案の

趣旨については、①効率的かつ質の高い医療提供体

制の構築、②地域包括ケアシステムの構築、③地域

における医療及び介護の総合的な確保、等を含めた

内容となつています。今後 |よ全国一律ではなく、地

域ことの取り組みが重要になりますが、急性期医療

から在宅医療 。介護までの一連のサービスを総合的

に提供していくためにも、介護、医療、地域を中心

とした繋がり、新たなネットワークの構築も必要とな

るでしょう。

ところで、以前から「他職種連携が大切 |」 との

話はよく聞きますが、ケアマネジャー同士の連携は

どうでしょうか?同じ職種なので、連携できていて当

然でしょうか?ケアマネジャーのネットワークつて、ど

のくらい繋がつているのでしよう?ベテランケアマネ

ジャーの皆さんは多くのネットワークをお持ちでしょ

うが、私のような経験年数の少ないケアマネジャーは

「相談できる知り合いがいなくて…」等と感じること

もあります。

また、「繋がる」とは具体的にどのような事だろう?

と思い、コトバンクで調べてみると (笑 )、 『①離れ

ているものが結ばれて、ひと続きになる。』とありま

す。なるほど、「面識の無いケアマネジャー同士が、

会話を交わせば、それが繋がりができるという事かし

ら。」バラバラなものが糸で連なるようなイメージを

感じました。

繋がろう若手ケアマネジャー
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松江地域介護支援専門員協会 広報部長

井 上 龍 一

そこで、若いケアマネジャー同士のネットワークを

作るためには、先ずは繋がり作りからだ!と、若手ケ

アマネジャーを対象とした繋がり作りの活動を始めま

した (｀ ・ω・
′
)と言つても、いわゆる「飲みニケーシ∃

ン」つてヤツですけど。数か月に 1度の開催ですが、

毎回、十数名の参力□があり、初対面の方も多いよう

です。この会を機に少しずつでも繋がりの関係が芽

生えていけば、やがて大きなネットワークになつてく

れるのではないかと期待しています。

また、若手ケアマネジャーに期待するもうひとつ|よ、

世代間の繋がり作りです。介護保険制度の発足当初

から現在まで、現場を引つ張つてこられた先輩ケアマ

ネジャーの皆さまから、これまでの経験やノウ八ウ、

矢□識や技術をしつかりと学び、引き継いでいかなけ

ればなりません。団塊世代が高齢化のビークを迎え

るであろう 2025年は、まさに現在の若手ケアマネ

ジャー達が成長し、介護保険制度の中心となつて活

躍していることでしょう。

今後も、高齢社会の状況変化に応じて介護保険制

度は改正され続けるでしょう。常に新しい1青報に関

心をもちながら、様々な問題、課題がどのように変

化していくのかイメージしていかなければなりませ

ん。情報交換できる仲間、信頼できる仲 PoO、 愚痴の

言い合える仲間、切磋琢磨できる仲間。同じ職種だ

からこそ、すばらしい仲間達と繋がることができます。

これから先 10年を見たネットワークを、若手ケアマ

ネジャーが中心となつて構築していきましょう!



退院時における「マネジメントプロセス」を考える
～「退院時カンフアレンス」での力を身につける～に参加して

～MSWより～
松江記念病院 仲  佐  高  宏

られました。

中でも印象に残つているの |よ、「利用者本人や

家族の不安を掻きたてるような言動に注意するこ

と」、「声掛けをしつかりすれば本人や家族が課題

を解決することが出来る」と言われたことでした。

実際、もし自分が退院後に不安を持つている場合、

どつしりと構えられ、この人ならば安心して任せ

られるという人がいるのといないでは大きな差が

あると思います。

正直、退院支援をする中でこの人が退院しても

大丈夫かな ?と思いながら退院していく患者 。家

族がおられます。しかし、その退院された患者・

家族が現在も安心して生活を送つておられるの |よ

介護支援専門員が在宅での生活を陰で支援されて

いる力が非常に大きいからだと思います。

私自身「安心して退院後の生活を送つてもらう」

を共通目標に今後も介護支援専門員の方たちと

チームを組み連携を深めながら、自分自身日々研

鑽していきたいと感じた研修でした。

これからもこのような機会があれば是非参カロし

たいと思いますので、宜しくお願いいたします。

また病院に来られた際には、気軽に声を掛けて頂

ければと思います。ありがとうこざいました。

チームの力を信じましょう。

1月 18日 、いきいきプラザでの介護支援専門員

との合同研修会に参カロさせていただきました。

研修は、あんしん小原さんによる「退院に向け

てのマネジメントプロセスを理解する」と題した

講義や行政からの説明、□―ルプレイやグループ

ワークでした。

MSVVを経験した介護支援専門員である小原さん

の講義を聞けるとあつてわくわくした気持ちで参

力□し、内容を聞けば聞くほど、「なるほど」という

気持ちや、「やらなければいけない」という気持ち

が湧きつつも、日頃出来ていない自分を痛感させ
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～ケアマネージャーより～

昨年のケアマネジャー 。MSVV研修会で |よ、矢□識

を習得するとともに、MSWの 方と顔と顔がみえる
関係を築くきつかけとなり大変有意義な勉強会で

した。今回も以前と同様の多くの学びが出来るだ

ろうと、楽しみに研修会場に向かいました。

初めの行政説明では松江地区の医療の実情、救

急診療について分かりやすい説明がありました。

今回の事を念頭に入れ、いざという時利用者に1青

報提供し安心して松江での生活を送つて頂きたい

と感じました。

小原さんの講義では、ポイン トを分かりやすく

伝えてもらい、最後に「ケアマネに出来ることに

も限界がある、チームの力を信じよう、―人で抱

え込まないで頼り上手になりましょう」と言つて

もらい今まで一人で解決しようと必死だつた人は

グループワークの様子です。

他職種間での意見交換が活発に行われました。

盛り上がりましたね～。

居宅介護支援センタースワン

苑 田 奈 美

楽になれたので |よないでしょうか。 最近の研修
ではよく「良いチーム作り、チームケアの必要性 。

大切さ」について聞くようになりました。ケアマ

ネー人では困難なこともチームで取り組めば解決

できることもあるだろう…と期待し今後の業務に

励みたいと感じたと同時に、利用者様にとつての

良いチームを作つていくために |よ私たち一人―人

の腕次第かなと自分自身に良いプレッシャーを与

える機会にもなりました。またカンフアレンス前

に押さえておく事、避けたい事を明確にしてもら

い今後に役立てていきたいと思います。

□―ルプレイでは細やかな演出が施され楽しみ

ながら勉強させて頂きました。退院する前にサポー

ト体制の確立、カンフアレンス時での再確認内容は

的確なものばかりで、今まで自分が出来ていなかっ

た欠点が分かるものでした。□一ルプレイ上のケ

アマネのようになれるよう精進していきたいです。

最後に日々の忙しい業務の中、面白く分かりや

すい研修を企画・準備 。実演してくださつた協会

役員の方々に感謝したいと思います。ありがとう

こざいました。
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ケアマネジャーの皆様に感謝とお願い

松江市介護保険課給付係長 小 汀 雅 夫

ケアマネジャーの皆様の頑張りには本当に感謝して

います。業務を遂行されるにあたつては、困難ケース

もたくさんあると思います。それでも、いつも笑顔を

忘れず ?に 日々エネルギッシュに勤務に励んでおられ

ます。

市役所の職員は事務職が多いうえに、□一テーシヨ

ンで異動があり業務内容がその度に変わりますから、

皆様から助言を求められた場合にも、専門的なお答え

ができないことがあります。それでも、皆様から感謝

の言葉をいただいたりもします。誠にありがとうこざ

います。

さて、介護保険制度が発足してから 15年近くになり

ますが、3年に一度の事業計画の節目ことに制度変更が

あります。皆様こ承矢□のとおり、現在開会中の国会に

おいても、給付に関わることを中心として制度変更に

ついて議論が行われており、これからも制度が変化し

ていくことが予想されます。

とはいえ、皆様がサービス利用者、家族、事業者等

を繋ぐ重要な役害」を担つていただくことに、変わりは

ありません。人それぞれで方法は多少異なるかもしれ

ませんが、利用者、家族が健やかな生活を送れるよう

にするという目標は同じであると思います。同じ志を

持つ協会の仲間の皆様とともに、今後も業務に邁進し

ていただければ幸いです。
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家族理解入門の研修会に参加して

回春ケアマネージメントビュー□― 渡 邊 修 一

3月 1日 (土 )、 いきいきプラザ島根にて、団士郎先

生による、「家族理解入門」の研修会に参カロさせていた

だきました。昨年、当事業所の所長が私に伝えようと熱

く語つていた研修でしたので、期待感を胸に参力□いたし

ました。その中で伝えていただいたことは、家族を理解

するということ|よ、相談者の家族にはどのような歴史が

あり、そして今ここにいる理由を理解するということ。

それが相手を理解することとなり、相手の家族を理解す

ることに繋がるということでした。

家族には家族の歴史があり、そしてそれぞれの文化が

あります。話法・言葉使い等々を把握し、ファーストコン

タクトを行なうことが必要だということでした。特に初回

の面接は重要で、信頼が得られない状況となれば、その

後の関係の構築は非常に難しくなるということも伺いま

した。聞き方についてですが、長時間話を聞くのが良い

ということではないし、多くの情報を集めるのも目的で

はないということ。対面場面は内容よりも形式で構成さ

れるところが大きい。支援者の人柄だけで|よ、支援は難

しく、技術を用いず、持ち味だけで仕事をしてしまうこ

とで|よ、糸迷続した支援は行なえないということでした。

そこで、初回面接の重要なツールとして、ジエノグラ

ムの書き方を教えていただきました。ジエノグラムを用

いることで家族模様が一日で把握でき、家族がどのよう

な関係にあり、時の流れにつれてどのように繋がり変化

しているのかということを把握できます。どのような問

題があり、どのような家族かを平行してみることができ、

家族は何ができるのかを把握することで、それぞれの役

害」を決めることができるということでした。

ジェノグラムを作る上で注意しなければならないこと

|よ、可視化するために、一日で分かりやすく書くことです。

これがカンファレンスの時に|よ特に大切となります。また

職場の上司や同僚にケース相談を行う時にも、ジェノグ

ラムを用いると、問題の本質が理解されやすくなります。

職場内で |よ、共有できるジェノグラムの作り方を決め

ておくことが、共通言語となりまし、共通理解の重要な

ツーリしとなりえます。

団先生は、ジェノグラムは面接時に書くようにすること

とおつしゃいました。後で書くのは業界人のメモでしかな

いとも話されました。初回面接時に用件が一区切りした

ら、家族と共にジェノグラムの作成を行なう。共に作成

することで、様々な疑間が出てくる。家族に質問しなが

ら作成することで、家族暦が把握できるようになると話

されました。そして支援者は、相手に受け止めてもらえ

るボールを投げることをしなければならないことが重要

だとも話されました。

下手な面接は病状や症状のみを聞き、相手を理解した

ように思い込んでいることです。相談者の家族を理解す

ると、家族の課題が見えてきます。支援者 |よ質問力を鍛

えることが必要だと教えていただきました。

今回の研修に参力□させていただきまして、自分の課題

が多くあることに気づかされました。ともすれば、病斗犬・

症状のみを把握し分かつたような気持ちになつているこ

とが、これまで多くあつたと思います。家族という形態

|よ普遍で、その家族理解がなされなければ、本当の支

援は行なえないことを教えていただきました。こ本人・

こ家族に少しでも信頼していただける支援者になる事が

できるよう、この研修で学んだことを実践していけるよ

う、面接を行なつていきたいと思います。

サービス付き高齢者向け住宅

CD花きりんハウス東出雲

〒699‐ 0111 松江市東出雲町意宇南5… 4‐ 1
TEL:0852‐ 67… 5010 FAX:0852‐ 67¨ 5011
ホームページ :http〃 hanakirin.net

WttED株式会社ウィードメディカル
〒690-0047島 根県松江市嫁島町10番地7
TEL:0852-60-2661 FAX:0852-60-2664



ケアマネ協会 各部署からの抱負

制度調査部 小原 央子

制度調査部では、会員の二丁ズ及び現状を把握し、多職

種 。他委員会と連携を図リネットワーク作りや業務がス

ムTスに遂イ〒できるようにします。

・ 会員のみならず介護支援専門員としての二丁ズ調査及

び把握を行う。

・ 制度解釈を含む介護支援専門員の業務改善への取り

組みを図る。(ケアマネマニユアルの充実)

・ 他職種を含めたネットワーク作り、行政、医師会、看

護協会等との連携を更に強化して、介護支援専門員と

しての専門性を発揮できるような環境づくりに勤めて

まいります。

広報部 丼上 龍―

昨年から引き続き、広報部長を務めさせていただきます、

愛桜苑の井上と申します。

昨年から 6ページにパワーアップした「ケアマネかわら

版」 !今年度も、年間 3回の発行を予定しています。広

報誌を通して、会員の皆様に、地域・他職種連携などタ

イムリーな情報や、活動内容、研修報告等の発信でき

ればと考えております (｀ ・ω・
′
)

また、会員の皆さまからのこ意見・こ要望・面白ネタ等

も随時募集しておりますので、お気軽にお近くの協会役

員までお伝えくださいませ。

～ケアマネ相談窓日の開設のご案内～

この度、松江赤十字病院にケアマネ相談窓□が開設されることとなりました。

これまで|ま患者サポート室として患者さんやこ家族さんからの相談に対応していましたが、在宅介護との連携強

化を目的として、ケアマネジャーからの相談にも対応してくださいます。みなさん、お気軽にお立ち寄りください。

編集後記
*まだまだ寒い日が続きますが、職場の庭には梅や猫柳、水仙が咲き確実に春の訪れを矢□らせて

くれています。

仕事はたまる一方で落ち込みますけど、やっぱり春っていいなあ～と思う今日この頃です。

さて、H26年度は消費税率 8%の引き上げに伴い、介護報酬も改定となります。故に介護保険
自己負担も上がることとなり、利用者さんの負担|よ更に厳しくなるものと思われます。事業所とし

ても文書や言葉で丁寧に説明を行つていく必要がありますが、とても心苦しく感じます。

H27年度の制度改正も概要は示されていますが、相変わらず混沌としているようです。
情報をキャッチしこれからの動向に注目していきましょう |

研修部 渡  勇人

協会主催研修に多数こ参力□頂き、ありがとうこざいます。

昨年度は皆様から頂いたアンケートを基にして、施設ケ

アマネと居宅ケアマネ、そして医療関係者と顔の見える
「合同研修」として年 3回開催して参りました。

医療機関からの退院時連携についてMSWよ り講義を
戴いたり、退院時カンフアレンスヘ向けた松江市版ケア

マネマニュアルを活用した講義と□一ルプレイ、そして、

団士郎先生の家族療法パート2と要望の高かつた研修を

行いました。

結果、本当に多数の皆様に参力□頂き、充実した内容であっ

たと思います。今年度も皆様からの要望を数多く取り入

れ、お互いに顔の見える、繋がりが持てる、参力□して良

かつたと言われる研修を計画していきたいと思います。

是非、多くの皆様の参カロをお待ちしております。

事務局 福田 武志

事務局では魅力ある協会作りのために、各部会との連携

をきちんと図り、スムTズな運営と楽しく活動ができる
ように努めます。

・ 島根県ケア方針確立体制構築推進事業の有効活用。

・ 会員証の発行及び関係機関への周矢□。

・ 新規会員入会へのPR活動。

・ 松江市、医師会を始めとする関係機関との連携強化。

事務局―同がんばりますので、今年度もこ協力の程宜し

くお願いします。


